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第１章 

安全ネットの固定点数に着目した実験的検討 
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令和５年度厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業） 

分担研究報告 

 

安全ネットの固定点数に着目した実験的検討 
 

研究代表者 日野泰道 （独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所・部長 

研究分担者 大幢勝利 （独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所・所長代理 

研究分担者 高橋弘樹 （独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所・上席研究員 

研究分担者 金 恵英 （独）労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所・任期付研究員 

 

研究要旨 

 安全ネットは、高所作業時の墜落防止対策の一つとして広く利用されている。この

点、厚生労働省では「墜落による危険を防止するためのネットの構造等の安全基準に

関する技術上の指針（大臣公示）」（昭和５１年８月６日）によって、安全ネットの構

造、強度および使用方法について、技術的な観点から基準が示されている。ところが、

技術上の指針の作成当時と比較し、現在流通している安全ネットの種類や構造等は変

化している。また同指針では、安全ネットの建設構造物等への具体的な取付・固定方

法の基準が定められていない。 

そこで本研究では、現在流通する安全ネットを対象とし、安全ネットの固定点数を

変えて落下試験を実施し、現在流通する新品の安全ネットを用いた場合における墜落

の危険を防止するために必要な固定点数について検討を行った。 

この点、安全ネットを鉄骨骨組に固定した際に発生する水平空き（鉄骨梁とネット

との間隔）は、安全ネットの縦横方向で差異が見られ、ネット網目の構造上、剛性が

低い東西方向（菱形形状を有するネット網目の尖っていない方向）で大きくなってい

る。これにつき８点固定の場合（仮設工業会の基準）では、３０㎝程度（人体の胴体

幅よりも大きい幅）の空きが生じた場合もみられた。一方、２０点固定（1m 間隔）の

場合、とりわけ剛性の低い東西方向であっても 12 ㎝程度となっており、人間の胴体

幅よりも小さく、墜落の危険を防止する措置となっていると考えられる。 

 落下試験の結果、８点固定（仮設工業会の基準）の場合、いずれも網目が大きく

破損し中破ないし大破した。一方、ネット網目を全マス通しした安全ネットを 1ｍ間

隔で固定した場合、安全ネットの損傷は軽微な損傷にとどまり、墜落の危険を防止す

る措置を講ずることができた。なお「軽微な損傷」とは、上記損傷幅が 30 ㎝未満の

ものを示すもの、「中破」とは、実験後の安全ネットを固定した鉄骨梁とネットとの

距離（水平空き）が 30 ㎝以上（人体の胴体幅を超えるもの）の損傷幅が観察された

もの、「大破」とは当該損傷幅が 1ｍ以上観察されたものである。 
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Ａ 研究目的 

 安全ネットは、高所作業時の墜落防止

対策の一つとして広く利用されている。

この点、厚生労働省では「墜落による危険

を防止するためのネットの構造等の安全

基準に関する技術上の指針（大臣公示）」

（昭和５１年８月６日）（以下、「技術上の

指針」という）によって、安全ネットの構

造、強度および使用方法について、技術的

な観点から基準が示されている。 

ところが、技術上の指針の作成当時と

比較し、現在流通している安全ネットの

種類や構造等は変化している。例えば安

全ネットの網目は、指針当時では 50 ㎜目

ないし 100 ㎜目であったのに対し、現在

では 15 ㎜目が主流となっている。 

また安全ネットの結節構造は、かえる

また結節から無結節のラッセルネットと

なっている。とりわけ同指針では、安全ネ

ットの建設構造物（鉄骨骨組等）への具体

的な取付・固定方法についての基準が定

められていない。 

 この点、主として建設工事用の仮設構

造物およびその構成部材についての必要

な構造基準、使用基準等の設定や技術的

指導を行っている仮設工業会では、現在

主流のラッセルネットを対象とした認定

基準が整備されており、安全ネットの取

付については、縁綱を３ｍ以内毎に設置

することとされている。 

しかしながら、昨年度に実施した安全

ネットを対象とした検討（令和４年度報

告書 第２章 実験結果に基づく安全ネッ

トの基本性能）の結果、現在流通している

ラッセルネットの網目は、指針作成当時

とは異なる菱形形状（当時は正方形形状）

をしており、縦方向と横方向で剛性が大

きく異なっていることが明らかとなった。

その結果、安全ネットによる墜落の危険

を防止する性能試験は、現在、安全ネット

中央部に墜落させて確認をしているが、

最も厳しい条件は中央部への墜落ではな

く、その剛性の高い方向（菱形の網目の尖

った方向）の端部への墜落であることが

わかった。しかも３ｍ以内毎に固定した

場合において、新品ネットでも安全ネッ

トが破壊し、墜落の危険を防止すること

が困難な場合もみられた。 

 そこで本研究では、日本で現在流通す

る安全ネット（計４社）を対象とし、安全

ネットの固定点数を変えて落下試験を実

施し、現在流通する新品の安全ネットを

用いた場合における墜落の危険を防止す

るために必要な固定点数について検討を

行った。 
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Ｂ 研究方法 

 安全ネットの墜落制止時の性能を検討

するため、図１および図２に示す落下試

験を実施した。 

 実験に使用した安全ネットは、縦横 5ｍ

の正方形で 15 ㎜網目のラッセルネット

（新品）であり、国内に流通する計４社の

製品である。重錘の落下高さは、仮設工業

会の認定基準である 3.75ｍとし、落下位

置は、菱形の網目の剛性が高い方向であ

る北側の端部 1ｍの箇所とした。これは安

全ネットの端部（鉄骨骨組）から身体のバ

ランスを崩して墜落した場合を想定して

いる。 

 実験に用いた重錘の質量は、仮設工業

会の認定基準で定める 90 ㎏の他、墜落制

止用器具の規格で設定されている 100 ㎏

についても実験を行った。 

 安全ネットは縦横５ｍの開口部を有す

る鉄骨梁にネットクランプを用いて固定

した。その固定点数は、仮設工業会の基準

に従い、８点固定（2.5ｍ間隔）の場合と、

２０点固定（1ｍ間隔）の場合の２種類と

した。なお、後者の設置間隔（1.0ｍ）は、

安全ネットが設置された鉄骨梁端部の水

平空き（図中参照）の箇所からの墜落の危

険を防止することを目的として、大手建

設会社で採用されることが多いとの情報

に基づき、暫定的に設定したものである。 

 
図２ 実験対象の安全ネット 

 
図１ 落下試験の概要 
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Ｃ 実験前の状況 

 実験実施前の各社の安全ネットの状況

を測定した結果を表１に示す。ここでＡ

～Ｄは、国内で流通する安全ネットのメ

ーカーのことである。 

Ｃ－１ 縁綱について 

 縁綱の長さは、公称５ｍのネットにお

いて、縦方向と横方向で大きな差異はな

く、新品段階で最大３％程度大き目に製

造されている傾向にあるようである。た

だし公称５ｍのネットにおいて、それに

満たない長さのネット（実験 No.10 の北

側部分）も見受けられた。なお、縁綱と網

目の関係を調べたところ、Ａ社とＢ社で

は網目を１マス飛ばしで縁綱と連結させ

た構造、Ｃ社とＤ社では全マス通しの構

造であった。 

Ｃ－２ 網目の数について 

 公称５ｍの正方形形状の安全ネットで

あっても、メーカーによって網目の数に

違いがみられている。この点、菱形形状の

網目の尖った方向（南北方向）の網目の数

を見てみると、同じメーカーの製品同士

で比較した場合、ほぼ等しい網目の数と

なっているが、その直交方向（東西方向）

では、同じメーカーの製品であっても網

目の数にばらつきが生じるようである。

縦横の網目の差異が大きいのはＡ社製で、

３０％程度の差異が見られた。一方で網

目の差異が小さい製品では１５％程度と

なっていた。 

Ｃ－３ 水平空きについて 

 安全ネットを鉄骨骨組に固定した際に発

生した水平空きは、安全ネットの縦横方向

で差異が見られ、ネット網目の構造上、剛性

が低い東西方向で大きくなっている。これ

につき８点固定の場合では、30 ㎝程度の空

きが生じた場合もみられた。一方、1ｍの設

置間隔（20 点固定）で安全ネットを固定し

た場合、8 点固定の場合と比較して水平空

きは小さくなっている。とりわけ剛性の低

い東西方向であっても 12 ㎝程度となって

おり、人間の胴体幅よりも小さく、墜落の危

険を防止する措置となっていると考えられ

表１ 実験実施前の安全ネットの状況 
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る。 
 
Ｄ 研究結果 

Ｄ－１ 安全ネットを２．５ｍ間隔で

固定した場合の結果 

 重錘 90 ㎏を用い、８点固定（2.5ｍ間

隔固定）の安全ネットに行った落下試験

の結果を図３から図６に示す。図中の×

印は、重錘の落下位置を示し、また各方向

で示した数字は、当該方向における安全

ネット端部の網目の破損数を示している。

なお、「少」は 10 網目未満の程度の破損

数を示し、「多」はそれ以上の大幅な破損

があったことを示すものである。 
 網目の損傷は、重錘を落下させた北側

方向で大きく生じた。また相対的にみる

と、全マスのネット網目を縁綱と固定し

た構造となっているＣ社製およびＤ社製

と比較して、１マス飛ばしで縁綱に固定

している A 社製およびＢ社製で損傷が大

きい傾向がみられた。 
 図７に重錘 100 ㎏を用いた場合の結果

を示す。損傷状態は、90 ㎏を用いた場合

と比較して大きくなり、いずれの製品に

おいても北側中央部での網目の破損が著

しくなった。これに対して安全ネットの

他の固定点での破損はあまり見られない。 
 以上から、重錘の落下位置の違いによ

り、墜落制止時に安全ネットに作用する

荷重に大きな偏りが生じることがわかっ

た。 
Ｄ－２ 安全ネットを１．０ｍ間隔で

固定した場合の結果 

 重錘 100 ㎏を用い、２０点固定（1.0ｍ
間隔固定）の安全ネットに行った落下試

験の結果を図８に示す。 

 ８点固定の場合と比較して、全ての製

品で安全ネットの網目の破損が小さくな

る傾向がみられた。なおＢ社製の安全ネ

ットでは他社製のものと比較して、大き

な損傷がみられたが、これは表１のとお

り、当該ネットの縁綱長が公称 5ｍよりも

短いことが確認されており、不良品であ

った可能性も考えられる。 
 
Ｅ まとめ 

 これらの実験結果を取りまとめたもの

を表２に示す。 
 ８点固定（2.5ｍ間隔固定）の場合、重

錘を北側中央部に落下させた場合、いず

れの実験においても、網目が大きく破損

し、中破ないし大破した。なお、ここでい

う「中破」とは、実験後の安全ネットを固

定した鉄骨梁とネットとの距離（水平空

き）が 30 ㎝以上（人体の胴体幅を超える

もの）の損傷幅が観察されたものを示し、

「大破」とは当該損傷幅が 1ｍ以上観察さ

れたものを示している。 
 以上からすると、実験結果の範囲では、

ネット網目を全マス通しの構造である安

全ネットを 1ｍ間隔程度で固定すること

により、安全ネットの損傷は軽微な損傷

にとどまり、墜落の危険を防止する措置

を講ずることができる。なお、ここでいう

「軽微な損傷」とは、上記損傷幅が 30 ㎝

未満のものを示すものである。 

 
Ｆ 研究発表および知的所有権の取得状

況 

日野泰道、高橋弘樹、金恵英、安全ネッ

トの墜落制止性能に関する基礎的研究、

安全工学シンポジウム 2024（投稿中） 
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図３ 実験 No.1 の結果（8 点固定のネットに 90 ㎏の重錘を落下させた場合：Ａ社製） 

 

図４ 実験 No.2 の結果（8 点固定のネットに 90 ㎏の重錘を落下させた場合：Ｂ社製） 
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図５ 実験 No.3 の結果（8 点固定のネットに 90 ㎏の重錘を落下させた場合：Ｃ社製） 

 

図６ 実験 No.4 の結果（8 点固定のネットに 90 ㎏の重錘を落下させた場合：Ｄ社製） 
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図７ 実験結果（8 点固定のネットに 100 ㎏の重錘を落下させた場合） 

 

 

図８ 実験結果（20 点固定のネットに 100 ㎏の重錘を落下させた場合） 
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